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1 概要 

 

1.1 現場実証試験の目的 

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）事業の一環として、現地における点検・診断技術の検証

を行う。長崎県の中戸橋を対象とし、現場での実証試験を実施するとともに公共施設管理者や実務者へ

の見学会開催を通して、実装に向けた課題の抽出や意見交換を実施する。 

 

1.2 実施日時 

1 日目：平成 29 年 3 月 26 日 日曜日  12:00〜16 :00【事前準備】 

2 日目：平成 29 年 3 月 27 日 月曜日  10:30〜16:00【見学会開催・現場実証試験日】 

3 日目：平成 29 年 3 月 28 日 火曜日  9:00〜16:00【補修工事・後片付け】 

4 日目：平成 29 年 3 月 29 日 水曜日        【予備日】 

 

1.3 実施場所 

橋梁名称：中戸橋（県道 15 号） 【設計図面は付録 1参照】 

住所：〒857-2427 長崎県西海市大島町３５２７（西海市立 大崎中学校付近） 

 

1.4 実施者 

国立大学法人 長崎大学大学院 工学研究科 インフラ長寿命化センター 

研究責任者：松田 浩  TEL：095(819)2880   FAX：095(819)2879 

住所：〒852-8521 長崎県長崎市文教町 1-14 インフラ長寿命化センター 

 

1.5 管理者（提供元） 

管理者：長崎県 土木部 道路維持課   TEL：095-824-1111 

 

1.6 後援者 

当該現場実証試験は、内閣府（管理法人: JST）の総合科学技術・イノベーション会議の戦略的イノベ

ーション創造プログラム（SIP）の課題の一つである、「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」の

研究開発・社会実装において、長崎大学が採択された課題である「インフラ維持管理に向けた革新的先端

技術の社会実装の研究開発」の一環として、実施するものである。 
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1.7 位置図 

（1）地図 

現場近傍の住所：〒857-2427 長崎県西海市大島町３５７２ 

長崎大学から現場まで、片道：59.6km、所要時間：1 時間 29 分 

 

 

中戸橋 

（長崎市方面→） 

A２ 

（←崎戸町方面） 

A１ 
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（2）現場位置図 

 

 

� 現場に隣接する学校の駐車場にも普通自動車 10 台程度の駐車が可能である。事前に駐車許可を得

ることができれば、この場所を駐車場とする。 

� 中戸橋の長崎市側（A２）には、幅 5.5ｍ×延長 80ｍのスペースが有り、普通乗用車 11 台程度の駐

車が可能である。現地集合場所は、駐車スペースとする。 

� 公衆トイレは、公園に設置されているが、許可を得ることができなければ、仮設トイレを設置す

る。 
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2 全体工程 

（1）工程表 

日時 準備 規制 試験 備考 

3 月 22 日 水 
10：00～12：00 

予告看板・掲示板等設置 
      

  23 日 木         

  24 日 金         

  25 日 土         

  26 日 日 
12:00～16:00 機材、会

場設営等、事前準備 

12：00～17：00 

警備員 2 人 
   

  27 日 月  8：00～17：00 

警備員 3 人 

10：30～16：00 

SIP 開発技術 

① 22 番：橋梁点検ロボット

カメラ等機器を用いたモ

ニタリングシステムの創

生（三井住友建設(株)） 

② 51 番：近接目視・打音

検査等を用いた飛行ロ

ボットによる点検システ

ムの研究開発（新日本

非破壊検査(株)） 

NEDO 開発技術 

③ サンプリングモアレカメ

ラを用いた構造物の変

位分布計測（４Ｄセンサ

ー(株)） 

大学開発技術 

④ たわみ・変位計測「デジ

タルカメラを用いた橋梁

たわみ計測」 

⑤ PC 桁の現有応力測定

法：「応力解放法を用い

た PC 桁の現有応力測

定法」 

  

  28 日 火 

9:00～16:00 

補修工事（橋梁点検車

使用）、足場の撤去、掲

示板・看板撤去・片付 

8：00～17：00 

警備員 2 人 
   

  29 日 水 予備日     
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（2）見学会（27 日）のタイムテーブル 

開発技術別に、実証試験を実施する時間帯を黄色で塗りつぶしている。 

時間 

①SIP 

開発技術 22 番 

②SIP 

開発技術 51 番 

③NEDO 

開発技術 

④大学 

開発技術 

⑤大学 

開発技術 

橋梁点検ロボット

カメラ等機器を用

いたモニタリング

システムの創生 

近接目視・打音

検査等を用いた

飛行ロボットによ

る点検システム

の研究開発 

サンプリングモ

アレカメラを用

いた構造物の

変位分布計測 

デジタルカメラ

を用いた橋梁た

わみ計測 

応力解放法を

用いた PC 桁の

現有応力測定

法 

10:30 
  

 
      

実施 11:00 
  

 
      

11:30 
  

 
      

12:00 
  

 
        

12:30 
  

 
        

13:00 

実施 

      
  

 

13:30       
  

 

14:00 

実施 

    
  

 

14:30       
  

 

15:00   

実施 実施 

  

 

15:30     
  

 

16:00     
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3 現場で実施する研究開発技術 

当該現場実証試験においては、橋梁の点検・診断技術に関する SIP 開発技術、NEDO 開発技術、大学

開発技術について、現場検証を実施する。 

 

3.1 SIP 開発技術：「橋梁点検ロボットカメラ等機器を用いたモニタリングシステムの創生」 

番号：22 

研究責任者：藤原保久（三井住友建設株式会社 土木本部 土木リニューアル推進室 室長） 

共同開発者：（株）日立産業制御ソリューションズ 

研究 期間：5 年   管理法人：国土交通省 

 

（1）試験内容 

橋梁点検ロボットカメラ（懸垂型）を用いた橋梁の調査 

 

（2）試験方法 

中戸橋の高欄に橋梁点検ロボットカメラを設置し、下方向に最大 4.5m 伸ばし、橋梁上部構造、支承部、

下部構造の調査（点検）を行う。 

 

（3）使用器具・機械（準備資機材等） 

機械・器具名称 仕様・型式 
低騒 

音型 

排出ガス 

対策型 
単位 台数 用途 

橋梁点検ロボットカメラ  - - 台 1 調査 

カメラ架台 懸垂型 - - 〃 1 〃 

操作端末 タブレットＰＣ - - 〃 1 〃 

大型ディスプレイ 25 インチ以上 - - 〃 1 見学者ﾃﾞﾓ用 

マイク（拡声器）  - - 〃 2 見学者ﾃﾞﾓ用 

 

（4）タイムスケジュール 

時刻 
所要 

時間 
計測者 誘導員 見学者 備考 

13:45 ～14:00 0:15 試験器具準備    

14:00 ～14:15 0:15 技術概要説明  ○  

14:15 ～14:30 0:15 技術の実演  〇  

14:30 ～15:00 0:30 質疑応答  〇  

15:00 ～15:15 0:15 片付け    
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（5）技術説明資料等（配布用） 
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3.2 SIP 開発技術：「近接目視・打音検査等を用いた飛行ロボットによる点検システムの研究開発」 

番号：51 

研究責任者：和田 秀樹（新日本非破壊検査(株) メカトロニクス部 次長） 

研究 期間：5 年   管理法人：NEDO 

 

（1）試験内容 

桁下部の近接目視と打音検査 

 

（2）試験方法 

点検ロボットを飛行させて桁下部に車輪を接触させ、車輪を駆動させて桁下部を走行。走行中に近接目

視、打音検査を実施する。 

 

（3）使用器具・機械（準備資機材等） 

機械・器具名称 仕様・型式 
低騒 

音型 

排出ガス 

対策型 
単位 台数 用途 

発電器 3.5KVA - - 台 1  

点検ロボットシステム fir - - 式 1  

 

（4）タイムスケジュール 

時刻 
所要 

時間 
計測者 誘導員 見学者 備考 

11:00 ～12:00 1:00 機材準備    

12:00 ～12:30 0:30 昼食    

12:30 ～13:00 0:30 セッティング    

13:00 ～13:15 0:15 概要説明 ○ ○  

13:15 ～13:45 0:30 点検開始 ○ ○  

13:45 ～14:00 0:15 質疑応答 ○ 〇  

14:00 ～15:30 0:30 機材撤去    
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（5）技術説明資料等（配布用） 
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3.3 NEDO 開発技術：「サンプリングモアレカメラを用いた構造物の変位分布計測」 

研究責任者：柾谷明大（４Ｄセンサー株式会社） 

研究 期間：5 年   委託先：ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社，株式会社共和電業，４Ｄ

センサー株式会社，国立大学法人和歌山大学，国立大学法人福井大学 

 

（1）試験内容 

光学的機器（産業用カメラ）を用いて橋脚中央部および支承部に貼付したパターン画像を撮影し、変位

量およびたわみ角量を算出する。 

 

（2）試験方法 

計測対象点から遠隔点（約 20 メートル）に光学的機器（産業用カメラ）を設置し、橋脚中央部側面お

よび支承部側面（支承上部橋脚側面）に格子パターンを貼付し、静的載荷試験前後に撮影を行い、位相画

像解析法（サンプリングモアレ法）により、変位量・たわみ角量を算出する。 

 

（3）使用器具・機械（準備資機材等） 

機械・器具名称 仕様・型式 単位 台数 用途 

産業用カメラ 
遠隔撮影用 

2.3M USB3.0 
台 2 試験器具 

解析用 PC - " 2 " 

三脚 - " 3 " 

格子パターン ピッチ 20 [mm]程度 " 2 " 

デジタルカメラ Nikon P900 台 1 " 

トランシーバ  台 3 連絡機器 

 

（4）タイムスケジュール 

時刻 
所要 

時間 
計測者 誘導員 見学者 備考 

9:00 ～ 10:15 1:15 試験器具準備, 仮撮影実験 〇   

9:45 ～12:00 2:15 -    

12:00 ～13:00 1:00 昼食    

13:00 ～15:00 2:00 -    

15:00 ～16:00 1:00 撮影実験  〇  

16:00 ～16:30 0:30 試験器具撤去  〇  

16:30 ～17:00 0:30 片付け    
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（5）技術説明資料等（配布用） 
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3.4 大学開発技術：「デジタルカメラを用いた橋梁たわみ計測」 

（１）橋梁のアセットマネジメント＿(1)-(a)橋梁点検の要素技術＿3)たわみ・変位計測 

研究責任者：三田勝也（佐賀大学） 

共同研究者：松田浩（長崎大学）、出水享（長崎大学）、木本啓介（長崎大学）、伊藤幸広（佐賀大学） 

 

（1）試験内容 

橋梁に荷重車（ラフテレーンクレーン）を載荷した際の変位（たわみ）量を計測する。載荷方法は、橋

の上に荷重車を静止させる静的載荷試験を行う。 

 

（2）試験方法 

橋面の上に５つ（支点部直上 2 点、1/4 点、1/2 点、3/4 点）の専用ターゲットを設置し、そのターゲット

をデジタルカメラで撮影（無載荷時、載荷時）し、載荷前後のデジタル画像を用いて画像解析を行い、橋

の変位（たわみ）量を算出する。 

 

（3）使用器具・機械（準備資機材等） 

機械・器具名称 仕様・型式 
低騒 

音型 

排出ガス 

対策型 
単位 台数 用途 

ターゲット - - - 台 5 計測用ターゲット 

デジタルカメラ - - - " 1 計測機器 

 

（4）タイムスケジュール 

時刻 
所要 

時間 
計測者 誘導員 見学者 備考 

14:00 ～15:00 1:00 試験器具準備    

15:00 ～15:10 0:10 概要説明    

15:10 ～16:20 1:10 載荷試験、ラフテレーンクレーン載荷 〇 〇  

16:20 ～16:30 0:10 片付け    

16:30 ～16:50 0:20 補修工事、橋梁点検車 〇   
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（5）技術説明資料等（配布用） 
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3.5 大学開発技術：「応力解放法を用いた PC 桁の現有応力測定法」 

（１）橋梁のアセットマネジメント＿(1)-(a)橋梁点検の要素技術＿5)PC 桁の現有応力測定法 

研究責任者：伊藤幸広（佐賀大学） 

共同研究者：松田浩（長崎大学）、出水享（長崎大学）、木本啓介（長崎大学）、三田勝也（佐賀大学） 

表彰：第 18 回 国土技術開発賞受賞   NETIS 登録：スリット応力解放法 CG-160009-A 

 

（1）試験内容 

橋梁の主桁に作用する応力（プレストレス量）を測定する。 

 

（2）試験方法 

主桁下フランジにおいて応力作用方向（プレストレス作用方向）に対して直角に深さ約20mm～30mm、

幅 3 mm の溝（スリット）を切削し，応力を解放させる。光学的全視野ひずみ計測装置を用いて応力解

放ひずみを計測する。そして、FEM 解析により現有応力を推定する。 

 

（3）使用器具・機械（準備資機材等） 

機械・器具名称 仕様・型式 
低騒 

音型 

排出ガス 

対策型 
単位 台数 用途 

鉄筋探査器 - - - 台 1 鉄筋探査 

表面研磨機器 - - - " 1 計測面の研磨 

スリット切削 - - - " 1 スリットを切削 

光学的全視野ひずみ計測装置 - - - " 1 
応力解放ひずみ計

測 

 

（4）タイムスケジュール 

時刻 
所要 

時間 
計測者 誘導員 見学者 備考 

10:00 ～10:30 0:30 橋梁点検車設置、計測機取り付け 〇   

10:30 ～10:35 0:05 説明(長崎大 5分、４Ｄセンサー5 分) 〇 〇  

10:35 ～10:45 0:10 画像計測 〇 〇  

10:45 ～11:05 0:20 スリット切削 〇 〇  

11:05 ～11:25 0:20 画像計測 〇 〇  

11:25 ～11:30 0:05 片付け 〇   
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（5）技術説明資料等（配布用） 
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4 事前準備と補修計画 

（1）26 日の事前準備 

９:00～９:30 規制準備・開始 

９:30～12:00 機関Ａ，Ｂ，Ｃ、Ｄの準備 

12:00～13:00 休憩 

13:00～14:00 機関Ａ，Ｂ，Ｃ、Ｄの準備 

14:00～16:00 長崎大学チーム準備 Ｐ５－A2 間（長崎側） 橋梁点検車使用 

       足場架設   Ｐ５－Ａ２間  ４ｍ２程度（長崎側） 

       機関Ａ，Ｂ，Ｃ、Ｄの準備 Ｐ５－Ａ２間以外の準備は可能。 

16:00～17:00 片付け 規制解除 

 

（2）28 日の補修計画 

9:00～ 9:30 規制準備・開始 

9:30～12:00 補修工事  橋梁点検車利用 

12:00～13:00 休憩 

13:00～16:00 補修工事 橋梁点検車利用 

       足場の撤去  

16:00～17:00 片付け 規制解除 
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5 緊急時の体制・対応 

安全管理には十分に注意を払い現場実証試験を進めていくが、万が一事故が発生した場合は下図の通

り、速やかに報告し、迅速な処置・連絡を行う。 

 

 

� 現場での対応スタッフ 

田中徹政、小島健一、吉田裕子 

 

� 長崎大学（インフラ長寿命化センターSIP 事務局）での対応スタッフ 

松永佳代子、大野朝美、村上えり、白菊珠希 

 

 

  

事故発生時 

長崎県土木部 
道路維持課 

TEL：095-825-0504 

【現場】 

代表責任者：松田浩 

TEL：090-4996-0565 

長崎労働基準監督署 

TEL：095-846-6353 

西海医療福祉センター

（西海クリニック） 

TEL：0959-34-2288 

西海警察署 

TEL：0959-22-0110 

長崎大学大学院 
インフラ長寿命化 

センター 

TEL：095‐819‐2880 

佐世保市消防局 
東消防署大崎出張所 

TEL：0959‐29‐1119 

西海市役所 

TEL：0959-37-0011 
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6 交通規制と安全対策 

交通規制と安全対策については、道路交通法車輌制限令に基づいて行うとともに、交通事故防止には、

万全の対策を講じる。その方法は、次貢に示す通りである。 

 

6.1 現場での時速規制 

現場付近、試験対象橋梁の中戸橋上では、橋梁点検車、関係車両については、時速 20km 以下を制限

とする。 

 

6.2 橋梁点検車とラフテレーンクレーンの使用 

橋梁点検車の運転資格は、高所作業車運転に係わる技能講習(10m 以上)又は特別教育(10m 未満)に該

当する。したがって、橋梁点検車の使用に当たっては、有資格者を配置する。また、ラフテレーンクレー

ンの使用に当たっては、オペレーター付きでの契約とする。事前に免許、資格証の確認を行う。 

 

6.3 現場の安全対策 

① 現地には、2 つの橋梁がある。長崎市内側（A2）から崎戸方面（A1）を望み左側の橋梁が対象橋梁

の中戸橋である。当該現場実証試験で使用する中戸橋は、現在、車両通行止めとなっており、原動機

付の乗り物も含め車両は進入できないように柵（ガードパイプ）が設けられている。たたし、歩行者

用の歩道となっていることから、起点側と終点側に 2 名以上の交通誘導員を設ける。歩行者が通る

際は、交通誘導員が起点から終点までの区間を誘導する。一方の車両を通している橋梁について、当

該関係者は、試験器具類の設置や見学目的による使用の一切を禁止する。 

② 現場内では、保安帽（ヘルメット）の着用を義務付ける。 

③ 天気予報等により悪天候が予測された場合は、現場実証試験を中止する。 

④ 使用機械・器具等の保守点検を始業前に実施する。 

⑤ 現場内は、整理整頓し、安全には万全を期す。 

⑥ 機械器具設置・撤去時、橋梁点検車等、進入時には、誘導員による合図を徹底し、事故防止に努める。 

 

6.4 関係機関への届出 

当該橋梁は歩道として使用されているため、作業、祭礼行事を行う場合や機械類等を設置する場合は、

警察署長の許可が必要となる。従って、事前に、西海警察署への道路使用許可申請手続きを行う。また、

道路管理者とは、連携して事業を行っていることから、中戸橋の使用許可を得ているが、一方の、海域管

理者には占用許可が必要となる。従って、事前に占用許可申請手続きを行う。【許可証は付録 2・3参照】 
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6.5 交通管理計画 

① 現場のすぐ傍には学校がある。当該現場実証試験期間中は、学校の春休み期間と重なることから、学

生（歩行者）の登下校による交通への影響は少ない。ただし、部活動や教職員が登下校する時間帯を

避けて、現場への車両運行は原則、9：00～16：00 の間とする。 

② 関係車両は、A２側(長崎市方面)からの進入とし、A１側(崎戸町方面)からの進入は禁止する。 

③ 道路を汚損しないよう十分に配慮するとともに，万一汚損した場合は管理者である長崎県土木部道

路維持課へ報告し、速やかに処置を講じる。 

④ 橋梁点検車等の車両を使用する時は下図のように安全管理する。 

 

 

橋梁点検車を使用する際の交通整理のイメージ図 

 

 

 

試験実施中のイメージ写真 

 

※ラフテレーンクレーンを使用した作業にについても同様の方法で安全管理する。 
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6.6 準備する安全用品・警備員等 

 

交通規制及び安全対策に必要となる安全用品、警備員等を下表に示す。 

№ 名称 規格 単位 数量 摘要 

1 看板（中） 「現場実証試験 予告」 枚 2 購入 

2 看板（小） 「この先 現場実証試験実施中」 枚 2 購入 

3 看板（小） 「現場実証試験実施中」 枚 2 購入 

4 看板（小） 「20km 現場内徐行」 枚 1 購入 

5 看板（小） 「現場出入口」 枚 1 購入 

6 許可証 ラミネート A3 サイズ 枚 2 使用・占用 

7 テント カバー付き、折りたたみ式 張 1 リース（現場渡し） 

8 椅子 折りたたみ式 脚 10 リース（現場渡し） 

9 長机 折りたたみ式 台 2 リース（現場渡し） 

10 吸殻入れ スタンド式 脚 1 リース（現場渡し） 

11 橋梁点検車 NERC 台 1 リース（現場渡し） 

12 ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 25ｔ 台 1 リース（現場渡し） 

13 移動トイレ 軽トラ付 台 1 
公園トイレの使用許可がおり

ない場合、リース（現場渡し） 

14 マイクロバス 26 人乗り 台 1 運転手付きチャーター 

15 警備員（誘導員） 2 人×3 日＝6 人・日 人 6 警備会社契約 

16 拡声器   台 1 リース（現場渡し） 

17 ヘルメット  個 30 センター在庫有 

18 公用車 ノア 台 1 3 日間使用 

19 ホワイトボード スタンドタイプ 枚 1 購入 

20 消火器  個 2 リース（現場渡し） 

21 カラーコーン  本 20 リース（現場渡し） 
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6.7 看板・掲示物配置計画 

看板及び掲示物は、一般車輌及び歩行者の通行に支障のない場所を選定し、かつ現場関係者及び第三者

が見やすい所に配置する。また、安全を第一に考え、第三者への注意喚起のために徐行規制看板等、試験

実施中であることを明示する。道路使用許可証も公道等、公衆から視認できる所に掲示する。 
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7 環境対策 

当該現場実証試験に伴って予想される公害の影響要因に応じた対策を図ることで現場周辺への生活環

境の保全に努める。 

 

7.1 学校・近隣住民に対して 

① 事前に、試験の概要・全体計画・工程表を示して、学校や近隣住民への理解と協力をお願いし、トラ

ブル等が起こらないように努める。具体的には、学校や自治会長（又は区長）へ現場実証試験実施の

チラシを配布し、事前のお知らせをする。加えて、数日前から予告看板を設置する。 

【チラシ（お知らせ）は付録 4参照】 

② 作業時間は原則、9：00～16：00 とする。交通規制（準備・片付含む）は、8：00～17：00 とする。 

 

7.2 自然環境に対して 

① 現場で発生した一般のゴミについてはすべて持ち帰り、長崎大学で処理する。 

② 喫煙場所を指定し、吸殻入れと消火器を設置する。また、現場内での火気使用禁止の徹底を図る。 

 

7.3 水質汚濁対策 

① 作業に伴う各種油脂類の取扱いについては、保管方法及び海への流れ込みに十分注意し作業を行う。 

② 発電機使用の際は燃料タンクの漏れ防止のために、設置は水平な場所に設置する。給油が必要な場合

は機械を停止し、火気の無い所で行う。 

 

7.4 騒音・振動対策 

① 公害対策基本法、騒音規制法及び振動規制法について十分理解しておく。 

② 作業待ち時間には、機械等のエンジンを出来る限り停止する等、騒音・振動・二酸化炭素の排出を抑

制する。 

③ 騒音規制法の規制の対象となる機械を用いる場合は、特定建設作業区域に指定されているか否かを

関係機関（西海市）に確認する。指定区域であれば、現場実証試験の開始 7 日前までに届出し、許可

を得る。 

 

7.5 その他、衛生環境等 

現場のすぐ傍には、公園がありトイレが設けられている。事前に、公園管理者（西海市）に使用許可を

得る。許可を得ることができなかった場合は、ﾚﾝﾀﾙ･ﾘｰｽ会社からﾚﾝﾀﾙし、仮設トイレを設置する。 
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付録 1 中戸橋の設計図面 
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付録 2 道路使用許可申請書 
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付録 3 海域（公有水面）占用申請書 
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付録 4 近隣住民へのお知らせ 
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付録 5 見学者、関係者へのご案内 
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付録 6 潮位（干潮時間と満潮時間） 

 

長崎県 西海市 崎戸 

 

26 日                     27 日 

 

 

 

  28 日 

 


